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寒冷の候 先生方におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

高等学校歴史総合の導入３年目となり、今年度より「歴史総合」の名を冠した大学入学試験も実施されておりま

す。その中で、学習指導要領に掲げられている「資料を活用し，歴史の学び方を習得する学習」に関して、現場の

中でその実践においてまだまだ悩みを抱えていらっしゃる先生方も大勢いらっしゃるのではないでしょうか。 

そこで今回は、歴史の授業実践に豊富なご経験をお持ちであり、歴史資料にも造詣が深い、お茶の水女子大学附

属高等学校の山川志保先生をお招きし、歴史総合の授業展開と資料活用についてご講演いただきます。その後、山

川先生にもご参加いただくワークショップを通じて、ご参加の先生方と、歴史総合の授業における資料活用の方法

や、生徒に資料活用の力を身につけさせるためにどのような方策が考えられるか、ともに検討していきたいと存じ

ます。 

現在、「歴史総合」の授業を担当しておられる先生方に加え、これから授業を担当される可能性がある地理・公

民を主に担当しておられる先生方にも是非ご参加いただき、今後の授業内容検討の参考にしていただきたいと存じ

ます。 

校務ご多忙の折とは存じますが、多くの先生方のご参加をお待ちしております。 

 

 

記 

 

 

１．日  時  令和７年３月２５日（火）１８：００～２０：００（受付開始１７:３０～） 

 

 

２．会  場  アルカディア市ヶ谷 （私学会館）会議室  千代田区九段北 4-2-25 

 

３．内  容  ①基調講演「歴史総合の実践報告」 

（お茶の水女子大学附属高等学校・山川志保先生） 

 

②ワークショップ「史資料をどのように活用するか」 

校 長 

殿 社 会 科 教 諭 

関 係 教 職 員 

 

文系教科研究会(社会・地理歴史)「歴史分野研修会」のご案内 

～歴史総合 実践事例から考える資料活用の可能性～ 



■交通のご案内

　　　　地下鉄　有楽町線・南北線
 　　　 市ヶ谷駅（1またはA1）出口

　　　　地下鉄　新宿線
　      市ヶ谷駅（Ａ4またはA1）出口

　　　　JR中央線(各駅停車)　市ヶ谷駅

　　　　上記改札・出口から徒歩約2分

 

４．定 員  ４０名 申し込み順⇒定員になり次第締め切ります 

 

 

５．参 加 費  無 料（当協会会員各校の拠出金と(公財)東京都私学財団からの補助金で運営しております） 

 

            

６．申込方法  ３月 17日（月）までにＨＰにてお申込みください。 

URL  https://k.tokyoshigaku.com 

 

 

７．委 員 名（支部・学校名） 

委 員 長 畑澤 正一（⑦大森学園） 

委  員 柴田 洋平（⑤サレジアン国際学園） 続木 敏之（⑧駒場東邦） 

      鈴木 直紀（⑨文化学園大学杉並）  佐藤 竜之（⑪啓明学園） 

     

 

 

東京私学教育研究所 文系教科研究会（社会・地理歴史） 

担当：山本・松田・板澤 TEL 03-3263-0544 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天候の悪化や各種災害、それに伴う公共交通機関の対応などにより、実施方法（オンライン研修を含む）

プログラムの変更や中止（延期）となる場合があります。その際には web 申込時にご入力いただいたメ

ールアドレスへ迅速にご案内させていただきます。 

 

《案内図》 

https://k.tokyoshigaku.com/

